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はじめに
本稿は鹿児島国際大学附置地域総合研究所の新プロジェクト共同研究（テーマ：『南大隅町を中心とし
た大隅半島の地域づくりと産業の育成』，２年間）の前提作業として，本学図書館をはじめ研究所内に南
大隅町（旧佐多町，旧根占町の資料も含む）関連の資料がどの程度所収されているのか。また，新プロジェ
クト共同研究テーマを遂行していくうえで不可欠な調査報告書・論文，文献等について各種検索サービス
を通じてその所在を明らかにすることを課題とする。
以下では，第一にちょうど20年前に1994～1995年の１年度限りの地域総合研究所（所長：黒瀬郁二教授）
の企画としておこなった『資料プロジェクト』の成果である所収資料一覧を資料として提示し，資料の収
集状況を確認する。第二に旧佐多町，旧根占町関連の資料，および2005年に合併して誕生する南大隅町に
関わる研究報告書，行政資料等の所在について，「鹿児島県立図書館」横断検索システム（南大隅町も含
まれる「大隅広域図書館ネットワーク」も横断システムには含まれている）をメインに，さらに本学図書
館 OPAC WWW 検索サービス，地域総合研究所の OPAC WWW 検索サービス，『CiNii Books』などを
利用して，関連資料の所在を確認する。また，「Google Scholar」からも旧佐多町，旧根占町および南大
隅町に関する文献等を検索する。最後に地域に果たす研究所の使命として，少なくとも県内行政諸機関発
行の１次資料収集の緊急性を提案することにしたい。
１　『資料プロジェクト』の成果
『資料プロジェクト』では，主に鹿児島県・市町村発行の資料類の所在とその収集，さらにそうした体
制の継続的な運用を目指してスタートした。わずか１年であったが各省庁発行の資料・統計書，文献等の
収集（寄贈も含む）を含めると所収点数は５千点を超える大きな成果をえるものとなった。しかし，当初
から『資料プロジェクト』は単年度限りということもあって，その後の県・県内各市町村発行の資料類の
継続的な収集体制を構築することにならなかった。
当該新プロジェクトの関連で『資料プロジェクト』で収集した資料のなかで，南大隅町（旧佐多町，旧
根占町）関連の報告書・資料に限定して整理したものが後掲の表１，２になる。以前から所収していた資
料との重複もあるが，計63点となる。単年度限りの収集であり，『資料プロジェクト』に関わった研究員
の研究分野とも関連して収集した統計書類にはそうした偏りもあって不十分さは免れないが，少なくとも
どのような資料が発行されていたのか，収集すべき基本的な資料などは散見できる。例えば『町勢要覧』
や『歳入歳出決算書』，『総合振興計画』，さらに当該地域の活性化対策のうえ不可欠と思われる『過疎地
地 域 情 報
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域活性化計画』などについては，当該自治体でその後も継続して発行されたものと考えられ，今後収集す
べき資料類の選定の大きなヒントとなる1。
その後，研究所では県・市町村発行の資料類の収集をメインとした取り組みは変更し，県内・九州から
アジア経済をも包含した研究に対象範囲を大幅に広げていく。そうした体制の変更にも関連し，地元鹿児
島県・県内市町村などの発行する基礎資料の収集体制は弱められていったのは ､ 予算上からも人的体制か
ら見ても仕方がなかったのかもしれない。
２　附置地域総合研究所，「鹿児島県立図書館」等による資料の所在状況
（１）地域総合研究所所収の資料
地域総合研究所の OPAC WWW 検索サービスで ､「佐多町」で検索すると，所収資料は９件で，資料
プロジェクトで収集した資料『町勢要覧』も一部ヒットするが，その多くは未だデータベース化されてい
ないことがわかる。同様にして「根占町」での検索では，12件（２件は重複）で，佐多町の場合と同じく，
一部データベース化されていない。
なお，「南大隅町」での検索では０件，鹿児島国際大学附属図書館 OPAC WWW 検索サービスでも，「南
大隅町」での検索結果は０件である。
（２）「鹿児島県立図書館」横断検索
（１）と同様に，「鹿児島県立図書館」および『CiNii Books』での横断検索で「佐多町」を検索すると，
遺跡関係や『町勢要覧』，『ゼンリン』（地図）等を除くと，新プロジェクト共同研究テーマにかかわる報
告書類としては，以下となる。
・『佐多町伊座敷通り商店街診断報告書』（鹿児島県商工労働部中小企業課編，1988.3，所在：大阪経済大学）
・『全国農業構造改善協会［調査報告］：B，No.61～76』（全国農業構造改善協会，2003，所在：国立国会
図書館）
・『図説佐多町の農林水産業』（九州農政局鹿児島統計情報事務所鹿屋出張所編集，鹿児島農林統計協会肝
属支部，1984，92，所在：国立国会図書館 & 県立図書館）
・『山村振興コンサルタント意見書』（全国農業構造改善協会，2003，所在：国立国会図書館）
次に「根占町」で検索すると，同様にして遺跡関係や『町勢要覧』『ゼンリン』（地図）等を除くと，
・『根占町産業実態調査報告書―沿岸急傾斜地帯における営農の実態と方位―』（都留大治郎，上村剛一著，
根占町，1957，所在：県立図書館）
・『根占町商店街診断報告書』（鹿児島県中小企業総合指導所編，鹿児島県中小企業総合指導所，1974，所
在：大阪経済大学）
・『根占町長期総合開発計画書』（根占町企画開発課編，1978，所在：県立図書館）
1  農業分野や農協関連については筆者の専門分野でもあることからイレギュラーな『振興計画書』や各種事業導入のうえでの申
請のための『計画書』や当該地域を対象にした『調査研究報告書』類などを除けば，基本的には『農林業センサス』などによっ
て研究遂行は可能である。また，農協に関しては，『JA きもつき農協　総会議案書』，『ディスクロージャー誌』，『中長期営農振
興計画書』，『地域営農ビジョン』などが基本的な収集すべき資料といえ，私的にはほぼ所収済みである。
こうした農業分野や農協関連の資料に限らなくても，利用者が限定されるような資料類についても当研究所がルーチン的に収
集すべきかどうか，について当時議論されたが，今回のプロジェクト共同研究終了後，あるいは資料類の返却と研究所での管理・
データベース化なども検討されるべきかもしれない。
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・『21世紀をめざして　第三次根占町総合振興計画　根占町新長期ビジョン及び前期５年の基本計画』（鹿
児島県肝属郡根占町編，1986，所在：県立図書館）
などが，新プロジェクトのテーマ遂行にかかわりそうな報告書類といえる。総じて旧両町，および南大隅
町とも経済関係の報告書・文献類はわずか数件という限られたものである。
そのほかに，「google scholar」で検索してみると，南大隅町で「約47件」で，当該テーマに関わるよう
な論文・文献は以下のようになる。詳細は後掲「文献」に記す。
・（半澤誠司 2013）
・（角園健二 2010）
・（富澤拓志 2014）
・（牧島知子 2011）
・（浅川達人ほか 2013）
・（山﨑利夫ほか 2013）
・（二渡了ほか 2009）
・（森川洋 2012）
・（浅川達人・石井大一朗・箕曲在弘 2013）
旧佐多町では114件で，当該テーマに関わるような論文・文献は以下のようになる。
・（石井大一朗 2014）
・（西村貢 1996）
・（小住フミ子 1996）
・（長濱一夫 1998）
・（西村富明 1996）
・（小森治夫 1996）
・（名原和見 2004）
同様にして，旧根占町では89件，当該テーマに関わるような論文・文献は以下のようになる。
・（中村敬子ほか 1996）
・（五嶋大真・秋山邦裕 2006）
・（東博文・中村敬子 2002）
・（東博文 2002）
・（過疎地域問題調査会 1981）
・（久岡学 2002）
・（立石泰則 2004）
・（宮崎隆典 2000）
・（西村雄郎 1993）
・（茶園和男 1973）
・（勝目忍 1954）
・（中村敬子・木村まり・東博文 1996）
・（五嶋大真・秋山邦裕 2006）
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・（東博文 2002）
おわりに
「地域情報」ということで，きわめて簡単に，現在研究所が所蔵している県内行政諸機関発行の１次資
料類の所在状況を明らかにしてきた。
また，今回の新プロジェクトの遂行に関わり，筆者の問題関心・テーマに限定して各種検索サービスを
利用し，その所在等を見てきたが，当該自治体が調査対象になっているに関わらず，当該自治体，ないし
「大隅広域図書館ネットワーク」や県立図書館にも所蔵されていない資料があることも判明した。県庁内
の県政情報センターで所蔵されているケースもあるとはいえ，調査対象自治体ないし近隣図書館に所蔵さ
れてしかるべきものがないという事態は深刻である。「平成の大合併」によって，地域社会の知的資源も
空洞化を免れない事態となっているといえる。それゆえに研究所が県内行政諸機関発行の１次資料地の収
集・所蔵とデータベース化を行うなどして「知の拠点」としてその体制を整えていく，およびそうした役
割と期待は高まっているのではないだろうか。
補
近年各大学では2013年度に文部科学省が新規重点補助事業とした「COC 事業」を導入し，地（知）の
拠点整備事業を行っている。このことと関連していえば，研究所はそうした「COC 事業」の最前線基地
になりえる可能性を秘めている。そうした使命―基礎的な１次資料の提供・閲覧体制―を備えなければな
らないことも社会的に要請されているのではないだろうか。
たとえば，岩手大学の「COC 事業」では，「大学等が自治体と連携し，全学的に地域を志向した教育・
研究・社会貢献を進める大学を支援すること」，「課題解決に資する様々な人材や情報・技術が集まる，地
域コミュニティの中核的存在としての大学の機能強化を図ることを目的」2 としている。こうした事業を行
ううえで，基礎的な１次資料の収集と提供・閲覧体制は不可欠である。鹿児島県関連の資料は鹿児島県庁
内の県政情報センターに出向けば閲覧・コピー等入手は可能であるものの，県内市町村発行の１次資料類
は，対象市町村に行っても ､ 古いものとなると入手不可能な場合が多い。また県立図書館をはじめ公設図
書館では ､ 検索のネットサービスは充実しているものの，そのデータ・コンテンツはきわめて不十分であ
る。県内市町村発行の１次資料類，報告書類を収集している体制にはなっていない。
2005年の自治体の合併（「平成の大合併」）以降，合併旧市町村が所収していた膨大な資料類がいまだ合
併自治体に引き継がれて所蔵されている可能性がある。「COC 事業」の拠点・前線基地を地総研が担うこ
とを考えるならば，行政機関等発行の１次資料類を収集する体制くらいは研究所が担ってもいいのではな
いだろうか。
2  引用：http://coc.iwate-u.ac.jp/effort5.html。なお，下線は引用者。
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表1　旧根占町関連資料
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表２　旧佐多町関連資料
文献
1. 勝目忍（1954），「大隅半島に於ける農産物の商品化と地域の形成」『人文地理』6(2): 103–16, 66．
2. 茶園和男（1973），「鹿児島県における熱帯性果樹栽培に関する研究 III 大隅半島におけるポンカン栽培の現状と
その問題点」『鹿児島大学教育学部研究紀要．自然科学編』24: 89–104．
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3. 西村雄郎（1993），「南大隅地域における住民生活と居住意識―「田代」・「南大隅高校」調査の結果から―」
4. 宮崎隆典（2000），「農業経営者ルポ 「この人この経営」（9）ハマグリ養殖と小葱栽培の農漁二刀流―鹿児島県根
占町 /（農）ねじめ農園代表理事 肥後隆志さん」『農業経営者』8(3): 5–7．
5. 立石泰則（2004），「地方に活路あり（6）シーアグジャパン・鹿児島県・根占町―金だけでなく，若者をも呼び
込む「本物の町起こし」とは「平成の西郷どん」ハマグリで田舎に富をもたらす」『プレジデント』42(11): 150–
5．
6. 久岡学（2002），『田舎の町村を消せ !：市町村合併に抗うムラの論理』図書出版 南方新社．
7. 過疎地域問題調査会（1981），『過疎対策10年のあゆみ』過疎地域問題調査会．
8. 東博文（2002），「南九州の過去35年間における一部地域の高齢化現象」
9. 東博文・中村敬子（2002），「在宅高齢者の自立に及ぼす影響要因の検討」『学術研究紀要』27: 1–10．
10. 五嶋大真・秋山邦裕（2006），「鹿児島県中山間地域における緑竹導入の成功要因：日吉町緑竹会の事例分析」『鹿
兒島大學農學部學術報告』56: 63–71．
11. 中村敬子・木村まり・東博文（1996），「農漁村地区継続在住者と移住者の死亡構造の変遷」『日本公衆衛生学会
総会抄録集』55(2): 94．
12. 名原和見（2004），「風力発電―鹿児島県佐多町「風力発電のメッカ」 が挑む新ビジネス（特集 地方再生に“活路” 
あり）―（地方活性化のドラマ）」『潮』：102–5．
13. 小森治夫（1996），「第二章 地方財政（第一編 佐多町の経済と政治）」『研究年報』25: 30–44．
14. 西村富明（1996），「第一章 地域経済（第一編 佐多町の経済と政治）」『研究年報』25: 13–29．
15. 長濱一夫（1998），「出稼ぎと過疎―肝属郡佐多町のその後」『同朋大学論叢』：77–95．
16. 小住フミ子（1996），「第四章 食文化と健康（第二編 佐多町の生活と文化）」『研究年報』25: 59–67．
17. 西村貢（1996），「序章 今日の地域問題の特徴と佐多町」『研究年報』25: 1–12．
18. 石井大一朗（2014），「鹿児島県旧佐多町におけるコミュニティサービスの変容」
19. 森川洋（2012），「九州における「平成の大合併」の比較考察（下）」『自治総研』(405): 57–81．
20. 二渡了・坂本直子・乙間末廣（2009），「バイオマスタウン構想実施事例における循環システムの評価」『廃棄物
資源循環学会論文誌』20(2): 141–9．
21. 山﨑利夫・竹下俊一・前田博子・隅野美砂輝（2013），「過疎化・高齢化の著しい自治体における集落の人口構成
と生活の実態および将来人口の予測に関する研究」
22. 浅川達人・石井大一朗・箕曲在弘（2013），「特別推進プロジェクト 「現代日本の地域社会における〈つながり〉
の位相─新しい協働システムの構築にむけて─」の概要」
23. 牧島知子（2011），「南大隅町佐多の手もみ茶製造と葬送儀礼（佐多特集号）」『鹿児島民具』47–51．
24. 富澤拓志（2014），「南大隅町の経済と産業について」『地域総合研究』41(2): 61–70．
25. 角園健二（2010），「南大隅町の地域公共交通の現状と課題―高齢者が住みやすい町づくりをめざして（特集 鹿
児島県の地域公共交通）」『自治研かごしま』(96): 52–9．
26. 半澤誠司（2013），「［特別推進プロジェクト］南大隅町佐多地区の産業構造」
